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　部屋から眺めた海、ロビーと一体に
なった中庭、紅葉が美しいレストラン、
景色を切り取る大浴場。ホテルを訪ね
ると、インテリアの素晴らしさもさるこ
とながら、窓の先に広がる風景が記憶
に残ることが良くあります。
　宿泊されたお客さまにはそれほど意
識されない「窓」ですが、お客さまが
過ごす各施設の部屋には必ず存在しま
すので、ホテルで体験していただきた
いシーンに合わせてさまざまな機能を
持った窓をデザインします。もちろん、
そこには大前提としてゲストを守る「安
心」と「安全」が必要になります。今
回は最も汎用性の高いアルミサッシの
窓に焦点をあてて安全性、また、最新
の技術について紹介します。

窓と地震

　まず、窓の安心・安全として地震時
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の窓についてお話します。
　建物は地震の揺れを受けると「変形」
します。図表 1 は地震で建物がどのよ
うに変形するか模式的に示したもので、
建物と一緒に窓枠も変形することを示
しています。
　図表 2 に示す通り、窓に納められた
ガラスはエッジクリアランスと呼ばれる
隙間を窓枠との間に設けることで地震で
建物が変形してもガラスに窓枠が当たら
ず破損しない仕組みになっています。
　地震による建物の変形量がガラス周
囲のエッジクリアランスを越えた時、ガ
ラスは窓枠に当たって破損します。従っ
て、エッジクリアランスは窓の安全を
守る上で、とても重要な設計ポイント
になります。
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図表 1　地震時の建物の変形

図表 2　地震時の窓の変形

窓の地震対策／BCP

　建物は地震による変形に耐えられて
も、ガラスが割れたり建具が変形して開
かなくなるなど、事業が継続できない被
害が発生する可能性があります。また、
割れたガラスの落下で怪我をし、さらな
る被害が発生する可能性もあります。
　窓の重要な地震対策の一つは、サッ
シに納められたガラスが割れないよう
にすることです。
　その一例として免震サッシをご紹介
いたします。特に BCP が求められる病
院用途から採用されはじめたサッシで、
建物と窓枠の間にスライド枠と変位吸
収材を設けることで、地震による窓枠
自体の変位を軽減する仕組みです。
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　図表 3 は地震による建物の変形とし
て大きさの異なる三つの変位を与えた
場合の層間変位ごとのサッシ枠の挙動
を示しています。
　スライド枠の働きにより、各層間変
位に対して窓枠の変形量が 44 ～ 61%

低減されていることが分かります。

換気／BCP

　次に居住性継続について、建物や
窓が地震対策によって無事だったとし
ても、停電が起きて空調が止まったら

ルミサッシの枠が最大で 10℃以上低く
なっていることが分かります。

窓の可能性／演出

　最後に LED 照明と窓を組み合わせ
たアルミサッシを紹介します。
　通常の建物は室内を消灯すると窓か
らの明かりが消えて外観の表情が変化
しますが、サッシに照明を組み込むこ
とで、夜間の建物の表情を積極的に
演出することが可能になります。建物
の演出だけでなく、夜間も窓まわりが
街を明るく照らすことで防犯効果が高ま
り、窓が街の安全・安心に貢献するこ
とも期待できます。
　今回の紹介は最新事例のごく一部で
す。ホテルの窓は日々進化・高性能化
しており、宿泊されるゲストの皆さまの

「安心」と「安全」を守っています。

どうなるでしょうか。
　開閉可能な窓であれば換気ができま
すが、FIX ガラスの場合は換気ができ
なくなります。
　図表 5 は FIX 窓に組み込む換気ホッ
パーです。室内外の圧力差が 5Pa 以
上あれば、1 台で 15㎡程度のシング

ルルームの法定換気量（30㎥ /h）を
確保することが可能です（図表 6）。

結露／平常時

　また、ゲストに快適に過ごしていた
だくためにも、ホテル客室には一定の
空調性能が求められます。湿度 50％
以上の加湿を客室の空調基準に設定し
ているホテルブランドもあり、窓まわり
では結露対策が必須になります。図表
7 はアルミサッシと樹脂サッシの表面
温度の違いを示しています。ガラス面
の温度は両方とも変わりませんが、ア

外装のアルミカーテンウォールにLED照明を組み合わ
せた事例

図表 3　地震によるサッシ枠の層間変位

図表 4　層間変位に対するスライド枠の働き

図表 5　換気ホッパーの働き

図表 6　圧力差ごとの風量

図表 7　アルミサッシと樹脂サッシの表面温度


